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今日のまとめ：

大学入試英作文の指導を

ChatGPTとGoogle Classroomを使った

システムを組むことで

すごくスピードアップ

できましたよ！



大学入試英作文指導

大学入試では、国公立大学の二次試験や

一部の私立大学入試で

英作文（和文英訳／意見文）が

課されます 🤔
（同志社　2025）



これまでどのような指導だったかというと：

希望する生徒がノートなどに自分の英作文を

書いてくる→「先生、これの添削お願いします！」 →

教員が頑張って添削 →

生徒に返却



これまでどのような指導だったかというと：

・文法ミスの指摘などをそのノートに書き込むのが大変

・→よって、返却までに時間がかかる

・返却されたものをどのように

　活用するか？まで

　指導しきれないことも多い 🤔



生成AIでうまいことやれねえものか 🤔
今回は、OpenAIのChatGPTを活用し

入試英作文添削のスピード ↑に挑戦してみた

対象：高校 3年生17名＋2名（2024年度）

少人数クラスでの実践

2024年9月〜2025年2月



生成AIを生徒に使わせる …ではなく

今回は生成AIによる文法チェックは

生徒が各自で行うのではなく、

英作文を送信させ、教員がその英作文を

ChatGPTでのチェックにかける …という

使い方をした



英作文の「段階」を考える🤔
①設問の求めるものを正しく理解する →

②自分の解答の骨子を日本語で作成する →

③組み立てに必要な単語・熟語・文法項目を考える →

④英文を組み立てる →

⑤作成された英文を読み、正確か確かめる



英作文の「段階」を考える🤔
入試英作文で、（生成 AIの助けがあっても）

自分の書いたものをそれぞれの段階において

注意深く（しかも出題の意図も踏まえて）

チェックできる…となると、

大半の生徒には重すぎる🥺



最近、「赤本」ってご覧になられました？

赤本の「答え」を覚えることが

プラスになるわけではない（二度と出ない）

大事なのは、段階

①設問の求めるものを正しく理解する

②自分の解答の骨子を日本語で作成する

のあたりの指導！



「人間」の教員も役に立つ

そこを考えると、人間の教員も役に立つ

「生徒の解答は設問の意図どおりか？」

「生徒の書いた意見は意味がきちんと通るか？」

「（生徒の誤りを含む英文を読んで）生徒が

書きたかったのは本当はこういうことか？」

総合的に判断し、その生徒のレベルにあった

アドバイスを送ることができる！



生成AIには文法チェックを頼む！

段階④～⑤：

スペリングミスや熟語の不正確な使用、

冠詞や単数・複数のミス …といったところの

（よくある）文法や語彙面での指摘を

ChatGPTでお願いした



Google Classroomを使って流れを作る

英作文添削のための

Google Classroomを作成

また、教材として入試過去問で冊子を作成







まずは紙で書く→Google Formsで書いた
英作文を送信させる

生徒には、まず紙上で（自力で）英作文を

書かせる

→その後、Google Forms/Chromebookで

英作文を送信する



英作文をChatGPTで文法チェック、

そのテキストを入れた Google ドキュ

メントをGAS（Google Apps Script）で

作成する



作成されたドキュメントにコメントを追加

生徒英作文を設問の意図にあった

解答に近づけるべく、

構成や内容、彼らの学力にあった

代替の表現などをコメントを追加 →

Google Classroomで各生徒に返却！





返す速度がものすごく早く！

細かな文法チェックを

ChatGPTが指摘・テキスト化する →

ひとつひとつ手で書く手間が

省けて素早く返却できるように！



「自分の作品集」になる Google Classroom

Classroomにこれまで提出した

作文と添削がドキュメントとしてまとまっているため、

生徒がClassroomにアクセスすれば

そのすべてを振り返ることができる！

＜「個別の生徒にのみ課題やお知らせを送る」ことが

できるため、それぞれの生徒から見れば

「自分の作文ドキュメントのみが表示されている」 状態＞



「データ活用」でさらなるプレゼント 🎁
フォームに英作文が全員分集まる →
それらをさらに生成 AIで分析し、

生徒ごとにばらばらな「間違いの

傾向」ハンドアウト を作成

自宅学習での助けに🎁
「クラス全体で頻発するエラー」 も

分析可能！



「教師が介入する」からこそできること 🤔
生成AIに生徒が自分の英作文を添削させる …という活動は、

生成AIを用いた実践報告でもよくあります

でも…単純に「きれいな文を作らせる」だけじゃなくて、

更に彼らの英語力を伸ばすために、 生成AIに「答え」をもらう

ワンショットで終わらないために 、何ができるのか？

それを考えると、 教師がいい感じに介入するためのシステム が

必要なのでは🤔



生徒の声：

・すぐ返信きて驚いた。

・自分の英作文に関してのポイントや自分が苦手としている文法などを
復習することができて とても助かりました。

・すべてを人に添削してもらうよりも早く結果が返ってくる ことがとても
良かった。

・英作をする機会があまりなかったので分からないことの方が多かった
が分かる単語や語法を組み合わせたり全く検討がつかない語法は調
べたりして取り組んだので 復習にも新しい知識を得ることもできた と思
う。



生徒の声：

・英作文を使わない自分にとっても、英作文をする中で自分の語彙の

なさが分かったり文法の怪しい部分がたくさん見つかったので良かっ

たなと思います。また、この動詞は〇〇に対して使うには適さないので

今回の文章では違う単語で表現する、などはすごく学びになるなと感

じました。

・先生による添削だけでなく、 AIも添削することで色んな角度から自分

が書いた英作文を見れる ところが良かった。



生成AI「といっしょに」頑張る！

入試英作文は、生徒の独力で勉強することが

なかなか難しい分野 …そして添削は

時間のかかる作業

でも、生成AI「といっしょに」

頑張ることで、よりいい

指導システムに

なるのでは？


